
港南コミセンのホームページをWordPress で 

作成する方法とポイント 

地域に根ざした情報発信とサイト運営の工夫 
 
 

はじめに 
 
港南コミセンのホームページを WordPress で制作する取り組みは、町のつながりを深め、地域の活動や催しを効果的

に広く発信するうえで最適です。WordPress は高い汎用性と使いやすさ、そして拡張の自由度を兼ね備えているため、

コミュニティセンターの運営者やスタッフにとって心強いツールとなります。ここでは、港南コミセンのホームページ制作

における工夫点やおすすめの設定、運営上のポイントについて解説します。 

 

WordPress でホームページを作成するメリット 
 
⚫ 直感的な操作性：専門的な知識がなくてもページ作成や編集が可能。 

⚫ デザインの自由度：テーマやプラグインを活用することで、コミセンの個性や地域性を表現できる。 

⚫ 情報発信が簡単：イベント告知や新着情報の追加、写真や動画の掲載も簡単。 

⚫ スマートフォン対応：レスポンシブデザインで、どんな端末からも快適に閲覧できる。 

 

港南コミセンらしさを出す工夫 
 
⚫ ロゴやカラーの統一：コミセンのロゴやテーマカラーをサイト全体に反映させることで、親しみやすさや統一感を演

出します。 

⚫ 地域写真の活用：イベントや施設の様子、地域の風景写真をトップページやギャラリーに掲載することで、現地の雰

囲気を伝えられます。 

⚫ スタッフ紹介ページ：顔が見える運営を目指し、スタッフやボランティアの紹介ページを設けるのも効果的です。 

⚫ 利用者の声・活動報告：参加者のコメントや活動実績を紹介することで、コミセンの価値を実感してもらえます。 

 

おすすめの WordPress 設定とプラグイン 
 
⚫ イベント管理プラグイン：「The Events Calendar」などを導入することで、地域イベントや講座のスケジュール管

理が簡単にできます。 

⚫ アクセス解析：「Google Analytics」や「Site Kit」を使えば、どんな人がサイトを訪れているか把握しやすくなり

ます。 

⚫ お問い合わせフォーム：「Contact Form 7」や「WPForms」で、参加申し込みや問い合わせを受け付けるのがおす

すめです。 

⚫ セキュリティ対策：「Wordfence Security」や「All In One WP Security & Firewall」で、不正アクセスや 



スパムからサイトを守りましょう。 

⚫ 多言語対応：地域の外国籍住民にも配慮し、「Polylang」や「TranslatePress」で簡単に多言語化ができます。 

 

運営上のポイント 
 
⚫ 定期的な更新：イベント情報や施設利用案内など、鮮度の高い情報を維持することで、閲覧者の信頼を得られま

す。 

⚫ 誰でも更新できる仕組み：WordPress   の権限設定を活用し、複数人で情報発信できる体制をつくりましょう。 

⚫ 地域との連携：自治体や近隣施設、町内会とのリンクや協力情報も掲載すると、交流が広がります。 

⚫ 緊急時の対応ページ：災害や感染症など、地域に影響する緊急情報を発信する専用ページも準備しておくと安心

です。 

 

デザイン例とページ構成 
 
⚫ トップページ：新着情報、イベント案内、施設概要、アクセス情報を見やすく配置。 

⚫ イベント・講座ページ：開催予定や過去のイベント報告、申し込みフォームを設置。 

⚫ 施設案内：利用方法や料金、予約方法を詳しく説明。 

⚫ アクセス：地図と交通案内を掲載し、はじめての方でも迷わず来館できるように配慮。 

⚫ お問い合わせ：質問や参加申し込みが気軽にできるフォームを設置。 

 

まとめ 
 
WordPress を活用した港南コミセンのホームページ作成は、地域社会の活力を高める重要な取り組みです。デザイン

や機能の工夫によって、誰もが使いやすく、親しみやすいサイトに仕上げることができます。情報発信の質を高めることで、

コミセンの活動がより多くの住民に届き、交流の輪が広がることでしょう。今後も地域とのつながりを意識しながら、サイ

トを進化させていきましょう。 

WordPress サイトのバックアップを復元する方法について説明 

プラグインを使用した復元 

バックアッププラグインを使用してバックアップを取った場合、同じプラグインを使用して復元することができます。以下

は、UpdraftPlus と BackWPup の復元手順です。 

 

UpdraftPlus: 
 

インストールと有効化: WordPress のダッシュボードから「プラグイン」→「インストール済みプラグイン」で 

「UpdraftPlus」を有効化します。 
 

バックアップの復元: 「設定」→「UpdraftPlus Backups」に移動し、バックアップの一覧から復元したいバックアップ

を選択します。「復元」ボタンをクリックし、復元するコンポーネント（データベース、プラグイン、テーマ、アップロード、そ 



の他のファイル）を選択して復元を開始します。 
 
BackWPup: 

 

インストールと有効化: WordPress のダッシュボードから「プラグイン」→「インストール済みプラグイン」で 

「BackWPup」を有効化します。 
 

バックアップの復元: 「BackWPup」→「ジョブ」からバックアップジョブを選択し、「ログ」タブをクリックします。バックア

ップファイルのダウンロードリンクをクリックして、ローカルに保存します。次に、FTP クライアントを使用して、保存したバッ

クアップファイルを WordPress サイトのルートディレクトリにアップロードし、解凍します。 

 

手動での復元 
 

手動でバックアップを取った場合、以下の手順で復元を行います。 
 

ファイルの復元: 
 

FTP クライアント（例：FileZilla）を使用して、バックアップしたファイルを WordPress サイトのルートディレクトリにア

ップロードします。既存のファイルを上書きすることを確認してください。 

 

データベースの復元: 
 

ホスティングサービスの cPanel やphpMyAdmin にアクセスし、データベースをインポートします。 
 

phpMyAdmin の場合、「インポート」タブをクリックし、バックアップしたデータベースファイルを選択して「実行」をクリ

ックします。 

 

復元後の確認 
 

サイトの動作確認: 復元が完了したら、サイトが正常に動作しているか確認します。特に、ページの表示やリンクの動

作、プラグインの機能などをチェックしてください。 

パーマリンクの再設定: ダッシュボードの「設定」→「パーマリンク設定」に移動し、「変更を保存」ボタンをクリックしてパ

ーマリンクを再設定します。 

これらの手順を実行することで、WordPress サイトをバックアップから復元することができます。 


